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社会課題

2,800 トン 9,600 トン
28,800 トン

800,000 

トン

2020年 2025年 2030年 2030年半ば

国内太陽光パネル排出量見込み

使用済パネル大量廃棄

2030年代 80万トン(*)

2012年FIT開始
太陽光発電所大幅増加

(*)パネルを敷き詰めると約80,000,000m2
東京ドーム（46,755m2）

約1700個分
出典：環境省「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン（第一版）平成28年3月

https://www.env.go.jp/recycle/recycling/renewable/guideline_1.pdf


使用済太陽光パネル処理現状（イメージ）

途上国輸出

施工業者

ゼネコン・
解体業者

産廃業者

リユース業者

廃棄埋立処分

使用済太陽光
パネル排出

注）
現状の処理状況を弊社調査に基づいてイメージ化したものであり、大規模な調査を実施して定性的な裏付け
を得ているものではありません。

再利用可能

再利用不可

非常に廉価



ケニア

ゴミ捨て場



産業廃棄物・最終処分場残余年数

年間処分量
（万m3/年）

処分場
残存容量

（万m3）

残余年数
（年）

(a) (b) (c)= (b)/(a)

全国 970 15,925 16.4

首都圏 270 1,361 5.0

近畿圏 134 2,962 22.1

出典：環境省産業廃棄物施設の設置、産業廃棄物処理業の許可等に関する
状況（平成29年度実績）

16年後には最終処分場

残存容量ゼロ

産業廃棄物処分

削減必須

限られた国土

http://www.env.go.jp/press/mat01/113961.pdf


BOLERO (LABERINTO)
Chile (146MW)

SWEIHAN  
UAE (1,177MW)

AMIN 
OMAN (105MW)

(as of March 31, 2021)  

AL KHARSAA
Qatar (800MW)

REPDO II RABIGH
Saudi Arabia (300MW)

CHENYA ENERGY            
Taiwan (267MW)

分散型電源事
業

当社の太陽光発電事業



案件名 ：スワイハン太陽光発電プロジェクト

国名 ：アラブ首長国連邦

出力 ：1,177MW

その他 ：世界最大の太陽光発電所、原発１基分の出力
広さは東京ドーム170個分

案件名 ：アミン太陽光発電プロジェクト

国名 ：オマーン

出力 ：104MW

その他 ：当社出資割合50.1%

案件名 ：Chenya Energy

国名 ：台湾

出力 ：257MW

その他 ：台湾で最大規模の太陽光発電事業者

各案件概要



アフリカ・太陽光発電分散電事業



使用済太陽光パネル処理現状

途上国輸出

施工業者

ゼネコン・
解体業者

産廃業者

リユース業者

廃棄埋立処分

使用済太陽光
パネル排出

再利用可能

再利用不可

非常に廉価



当社が目指す姿

施工業者

ゼネコン・
解体業者

産廃業者

リユース業者
使用済太陽光
パネル排出

再利用可能

再利用不可

国内リユース市場

アップサイクル取組
情報プラットフォーム



目指す方向性

太陽光パネルの3R・トータルソリューション構築
(*) 3R=Reduce/Reuse/Recycle



丸紅の取組

1. 使用済太陽光パネル・情報管理プラットフォーム構築
（環境省実証事業）

2. 使用済太陽光パネル・リユースマーケット創出
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3. ガラス・リサイクル製品を活用した社会課題の解決



丸紅の取組

3. ガラス・リサイクル製品を活用した社会課題の解決
4. シリコン・リサイクル

1. 使用済太陽光パネル・情報管理プラットフォーム構築
（環境省実証事業）

2. 使用済太陽光パネル・リユースマーケット創出
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商品取引の市場が無い

国内のリユース実績が少ない

性能を担保する仕組みがない

検査体制が整っていない

課題

• 環境省事業
• リユースマーケット創出

• ユースケースの創出

• 損害保険会社との連携

• リユースパネル付保

対策

国内リユースマーケット創出・課題



太陽光パネル・取引プラットフォーム全体像

PVパネル
排出

輸送
回収

リユース
可否検査

太陽光パネル情報管理プラットフォーム

リユース

リユースマーケット
連携

環境省実証事業範囲

ブロックチェーン

トレーサビリティシステムの構築

リサイクル

廃棄

廃棄等費用積立制度

産業廃棄物
電子マニュフェスト制度

（JWMET）

外部連携
（要検討）



• 全国自治体・関係業者を結ぶ“リユース・リサイクルの

One Stop Solution
リユース・リサイクル

一体型プラットフォーム

• 売手・買手とのマッチング

• 買取可否査定機能
リユース・マッチング

• 全国各地の優良処理業者とのマッチング、安心処理を保証

• JW-NETとの連携(電子マニュフェストシステム）
リサイクル処理お任せ

• 使用済太陽光パネル・検査体制の構築

• 国内初・保険付保（予定）

検査体制構築

保険付保

• Co2削減量等をわかりやすく表示
環境改善効果

ダッシュボード

情報管理プラットフォーム・主な機能/メリット



情報管理プラットフォーム構築スケジュール

令和3年度 令和4年度 令和5年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期

リユース
機能

リサイクル
機能

基礎調査
システム
開発

システム
開発

商用化対応

基礎調査
システム
開発

システム
開発

商用化対応

リユース・リサイクル一体型のプラットフォーム（システム）構築を行う



① 基礎調査

• 太陽光パネルの排出処理状況に関する調査

• 太陽光パネル処理のリユースの実態調査

• 業界プレーヤー調査及び情報PFに対するニーズ調査

③ネットワーク構築
• 8月日経新聞掲載により30社以上よりコンタクト

• 業界内で一定のプレゼンス向上

②情報管理PF構築
• 要件定義を踏まえ、試作版情報PF（システム）を開発

• テスト実施・情報PFにおける課題を整理

令和３年度実証内容
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令和４年度実証内容

① 前年度課題対応
• 情報項目・プロセスの更なる簡素化

• トラブル未然防止策・対応策の検討

• 要件定義・PF開発・テスト

③ 商用化対応
• 市場概観整理及び外生要因の整理

• 各地域における業界団体との連携

• 民間コンソーシアム組成・運営を通した啓蒙活動

② 一体化PFの構築
• リユース・リサイクルの一体化情報PFの開発

• 排出実態に関するヒアリング調査

• テスト⇒情報PFにおける課題整理
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2021年度進捗状況

（情報管理PF システム概要）
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申込み工程

申込工程の画面フロー



トップ画面

情報PFのトップページ画面



お客様情・製品・発電所情報インプット画面

発電所情報インプット画面お客様情報・製品情報インプット画面



申込情報一覧画面
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検査工程

検査工程の画面フロー



検査工程画面①

情報PFのパネル選択方法画面 登録パネル一覧



検査工程画面②

検査結果ファイルアップロード画面 リユース可否判定結果登録



リユースパネル専用ー簡易測定装置

リユースチェッカーによる簡易検査
の様子①

リユースチェッカーによる簡易検査
の様子②

リユースチェッカーによる簡易検査
の様子③



リユースパネル簡易測定検査装置

アイテス社
リユースパネル簡易測定検査装
置開発

設計コンセプト

測定値・判定項目

 未経験者でも不良品判別可能

 短時間でリユース可能な太陽光パネルを判別

 太陽光パネル一枚ごとに測定可能

 インピーダンス測定により、クラスタ断線 （高抵抗化）・バイパスダイオー

ド短絡故障を判定

 短絡電流判別により、バイパスダイオードの開放故障を測定

 絶縁抵抗を測定



検査詳細手順
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梱包工程

梱包工程の画面フロー



出荷工程

出荷工程の画面フロー



梱包・出荷工程－①

情報PFの梱包・
出荷メニュー画面

情報PFの梱包
ユニット一覧画面

情報PFの梱包する
パネルの選択画面

情報PFのQRコード
読取画面

業務メニュー画面から「梱包・出

荷」ボタンを押下すると、梱包・出

荷メニュー画面に遷移する。ここ

では、梱包を押下し、梱包作業を

行う際の画面を説明する。

梱包・出荷メニュー画面にて「梱

包」ボタンを押下すると、登録済

の梱包ユニット一覧が表示される。

新規の梱包ユニット登録は、まず

梱包ユニットに含まれるパネルの

選択から始まる。

前述の画面からＱＲ読込のボタ

ンを押下することで、モバイル端

末のカメラが起動する。



梱包・出荷工程－②

情報PFの梱包
パネル選択後画面

情報PFの梱包状態
の画像登録画面

情報PFの梱包・
出荷メニュー画面

情報PFの出荷一覧
画面

起動したカメラで使用済ＰＶモ

ジュールに貼付されたＱＲを読み

取っていくと、梱包ユニットに使用

済ＰＶモジュールが登録されてい

く。

続く画面では、梱包ユニットへ梱

包状態の写真をアップロードする。

使用しているモバイル端末にて写

真を撮影し、アップロードを行うこ

とで、梱包作業が完了する。

業務メニュー画面から「梱包・出

荷」ボタンを押下すると、梱包・出

荷メニュー画面に遷移する。ここ

では、出荷を押下し、出荷作業を

行う際の画面を説明する。

梱包・出荷メニュー画面にて「出

荷」ボタンを押下すると、登録済

の出荷一覧が表示される。



梱包・出荷工程－③

情報PFの出荷する
梱包ユニットの選択
方法選択画面

情報PFの出荷する
梱包ユニット選択画
面

情報PFのQRコード
読取画面

情報PFの出荷する
梱包ユニット選択後
の画面

新規の出荷登録は、まず出荷に

含まれる梱包ユニットの登録から

始まる。

前述の画面からＱＲ読込のボタ

ンを押下することで、モバイル端

末のカメラが起動する。

前述の画面にて「ＱＲコードから

読み込む」を選択すると、梱包ユ

ニットの登録画面に遷移する。

梱包ユニットの登録が全て完

了した後、出荷作成ボタンを押下

すると出荷情報が作成される。



梱包・出荷工程－④

出荷情報の登録
続く画面では、出荷情報及び積

載状態の写真アップロードを行う。

使用しているモバイル端末にて写

真を撮影し、アップロードを行うこ

とで、出荷作業が完了する。
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パネル情報確認工程



パネル情報確認画面

情報PFのパネル情
報詳細画面

情報PFのパネル情
報詳細画面

業務メニュー画面から「購入パ

ネル情報確認」ボタンを押下する

と、パネル情報の確認画面に遷移

する。

使用済ＰＶモジュールを選択す

ると、該当パネルの情報が表示さ

れる。



ブロックチェーン活用

パネル情報確認の様子
情報PFのブロックチェーンID確認画面（検

査記録）

ブロックチェーン上の検査記録データ
（Corda Node Explorerにて確認）



QRコード管理ー①

印刷時
QRラベルのレイアウトイメージ

QRラベル拡大図



QRコード管理-②（検査時）

使用済PVモジュールへのラベル貼付作業 検査時・QRコード読み取り



QRコード管理-③（梱包時）



実証試験結果ー①/課題・検討点

入力情報の
過不足

 申込者氏名は不要では？顧客情報

製品情報

発電所情報

機能・操作性

全体

顧客情報

製品情報

 複数型式のインプット対応
 製造年月日不明の場合の対応

 発電実績は不要では？
 購入側としては、I-Vカーブ情報が欲しい
 撤去予定時期の提示
 設置レイアウト情報は不要では？
 設置場所は住所のみでは辿り着けないケースあり

 入力フォームの分離（個人と法人で別にする）
 スマホでの入力対応が欲しい

 住所入力の効率化

 メーカー・型式の更なる効率化
 メーカー・型式、枚数の入力タイミングの検討



実証試験結果ー②/利用ニーズ

発電事業者

施工業者

販売業者

ゼネコン

 FIT変更認定申請の回避
 使用済PVモジュール廃棄費用低減
 使用済PVモジュール・調達効率化
 使用済パネル活用による発電事業（売電/自家消費）

 住宅工事の施主への、使用済PVモジュール導入の提案
 無償or買取での使用済PVモジュールの引取・処分代行

 請負工事でのリニューアル対応
 建設現場事務所への活用

O&M事業者  20年FIT期間終了後に情報PF経由での処分
 撤去後の使用済パネルの保管期間短縮・

 在庫PVモジュール（未使用）の活用・売却



環境影響改善効果の評価
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ＣＯ２排出量削減効果の評価
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Co2削減量
 新品パネル製造時に排出されるCo2を削減

 仮に現在の太陽光発電設備容量（63GW)の5%がリユースされると試算

 Co2削減量は18.3万t-Co2
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構成材料 素材 重量（ｋｇ） 構成比

セル 結晶シリコン ０．５ ３．１％

フロントカバー ガラス １０．０ ６２．５％

フレーム アルミニウム ２．５ １５．６％

充填材 ＥＶＡ

２．８ １７．５％周辺シール プラスチック

バックカバー プラスチック

電極材料 銅／はんだ ０．１ ０．６％

端子ボックス プラスチック ０．１ ０．６％

新規資源投入量削減効果の評価

多結晶シリコン系ＰＶモジュール（出力１８６Ｗ）の
構成材料

１ＧＷの多結晶シリコン系ＰＶモジュールをリユース
した場合の新規資源投入量削減効果

情報PF導入効果：

ガラス約４万トン、アルミニウム約１万トンの新規資源投入量削減効果

(新品製造との比較/1GWの使用済PVモジュールをリユースできた場合）

構成材料 素材 重量（ｔ）

セル 結晶シリコン ２，１５１

フロントカバー ガラス ４３，０１１

フレーム アルミニウム １０，７５３

充填材 ＥＶＡ

１２，０４３周辺シール プラスチック

バックカバー プラスチック

電極材料 銅／はんだ ５３８

端子ボックス プラスチック ５３８



最終処分量削減効果の評価

情報ＰＦ導入効果：

 約９万トン (*1)の最終処分量削減効果

 含有素材（非鉄金属、ガラス等）リサイクルにより、更なる削減が可能

（9万トンは全量最終処分との比較）

１ＧＷの多結晶シリコン系ＰＶモジュールをリユースした場合
の最終処分量削減効果

*1
モジュール出力186Wの場合の重量
16kg）を用いて、リユース量１ＧＷの場合
を推計したもの。

構成材料 素材 重量（ｔ）

セル 結晶シリコン ２，６８８

フロントカバー ガラス ５３，７６３

フレーム アルミニウム １３，４４１

充填材 ＥＶＡ

１５，０５４周辺シール プラスチック

バックカバー プラスチック

電極材料 銅／はんだ ５３８

端子ボックス プラスチック ５３８

合計 ８６，０２２



ＰＶモジュールに含有される有害物質の適正処理に関する評価

多結晶シリコン系ＰＶモジュール（出力１８６Ｗ）
に含まれる物質重量

多結晶シリコン系ＰＶモジュールの含有量試験結果
（国内、製造年２０１７年～）

情報ＰＦ導入効果：

 使用済PVモジュールの平均使用年数の延伸による排出量抑制

 情報一元管理により不適切な処理ルートへの排出を抑制できる可能性

部位 鉛（Ｐｂ）
アンチモン（Ｓ

ｂ）
銅（Ｃｕ） すず（Ｓｎ） 銀（Ａｇ）

フロントカ
バー
ガラス

１５ ２，６００ ３７ １２ ＜１

１５ １，８００ １０ ＜１ ＜１

電極

６８，０００ ＜１ ９００，０００ ６０，０００ １２，０００

６８，０００ ＜１ ８３０，０００ ５５，０００ ５，７００

ＥＶＡ・結晶・
バックシート

２９ １８０ ３２ ８６ ２，０００

２９ ２４ １１ ３４ １，２００

部位
構成材料との

対応
鉛（Ｐｂ）

アンチモン
（Ｓｂ）

銅（Ｃｕ） すず（Ｓｎ） 銀（Ａｇ）

フロントカバー
ガラス

フロントカバー ０．２ ２２．０ ０．２ ０．１ ０．０

電極
セル

電極材料
４０．８ ０．０ ５１９．０ ３４．５ ５．３

ＥＶＡ・結晶・
バックシート

充填材
周辺シール
バックカバー
端子ボックス

０．１ ０．３ ０．１ ０．２ ４．６

合計 ４１．０ ２２．３ ５１９．３ ３４．７ ４１．０

上：最大値、下最小値 含有量単位：ｍｇ／ｋｇ

出所）環境省「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」（平成３０年）より抜粋して作成



丸紅の取組

3. ガラス・リサイクル製品を活用した社会課題の解決

1. 使用済太陽光パネル・情報管理プラットフォーム構築
（環境省実証事業）

2. 使用済太陽光パネル・リユースマーケット創出

57



太陽光設備処理

発電設備

① 経年劣化・新機種置換

② 大規模災害

ジャンクションBox

パネル本体

架台

リサイクル可能
（金属スクラップ）

リサイクル可能
（廃プラ、金属スクラップ）

枠・発電セル
リサイクル可能

（金属スクラップ）

ガラスリサイクル

問題



廃棄処理の課題

ガラス

1. 設備全体の62%

2. 有毒物質を含む

重量別構成比（％）

アンチモン、鉛、セレン、カドミウム

ガラス

62%

EVA等

18%

アルミ

16%

結晶シリコン

3%
銅・はんだ

1%

ガラス EVA等 アルミ 結晶シリコン 銅・はんだ

出典：太陽光発電設備等のリユース・リサイクル・適正処分に関
する報告書



ガラスリサイクル取組

畜産業・産廃
悪臭対策

農業用培土の代替
イチゴ育苗実証

脱臭装置

農業活用
廃棄方法が定まっていない太陽
光パネルリサイクルを多孔質ガ
ラスとして再利用



世界初 太陽光廃パネルを活用した脱臭装置への取組

消耗品コスト

ゼロ

畜産・産業廃棄物業

悪臭減

地域課題解決
飼養数

増加



太陽光廃パネルを活用したイチゴ育苗

イチゴ育苗
培土活用実証

育苗成功
イチゴ生育実証

太陽光パネル
ガラスリサイクル材

パネルリサイクル品
保水効果



イチゴ育苗・根の生育に優位性確認

通常 P13 10%
配合

P35 10%
配合

P03 100%
配合

根量
（cm3/株）

平均直径
（mm/株）

表面積
（cm2/株）

根長
（cm/株）

通常

P13 10% 配合

P35 10% 配合

P03 100%

5435.2

8011.4

7521.6

2018.7

0.44

0.74

0.75

0.45

5.9

8.7

8.4

3.3

633.6

933.8

890.4

293.3

a

b

b

c

a

b

b

c

a

b

b

a

a

b

b

c

異なるアルファベットは処理間に有意差があることを示す
（Bonferoni test, P<0.05）

・約1か月間育苗

・潅水・施肥は全処理区で共通

・Root scanner付属のソフトウェアを

用いて解析（Baiyin et al. 2021）

根の生育に優位性
を確認



最後に

共に社会課題に挑むパートナー様を募集しております

どうぞお気軽にご連絡ください



連絡先 丸紅株式会社

電力アセットマネジメント部・副部長

渡辺 剛史

Watanabe-Tk@marubeni.com
03-3282-4941

ご清聴ありがとうございました

mailto:Watanabe-Tk@marubeni.com
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